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ているのかを認知 し、こちら側 も相手 と共にそれ
らを共有する場合、そこに 「共感」が生まれる。
「共感」 という現象は、有史以前か ら、人類が社
会をつくりあげ維持 していくために、人 と人 とを
感情的に結 びつける 「何か」として、人間の間に
普遍的に存在 していたと予測されている(澤 田、
1992)。 このように人間関係の基礎 と も言え る




は、そのような 「共感」に関 してこれまで明 らか
にされてきたことをまとめ概観 した上で、「自己」
「他者」「事象」 という3っ の項目から形成 される








に初 めて用 いた とされ る)」 とい う語 で、 哲 学、
倫理学、美学 な どで取 り上 げ られ て きた。Lipps
(1903)が 心理学的 に定式化 し発展 させた ことで、
感情移入 の概念 が心理学 に初 めて取 り入れ られ る
こととな り、 さ らに、「empathy(共 感)」 とい う
語 は、Titchener(1909)が 「感 情移 入」 を英訳
した ことか ら始 まった。LippsとTitchenerは 、
「共感 」 にっ いて、対象 ・他 者 へ の感 情 移入 の機
制 を重視 した。例 えば、「自負心」 や 「威 厳」 の
よ うな他者 の内的特性 は、観察す る側 の筋 肉運動
知覚的 な想像作用 においてそ れを感 じ、行為す る
ことによって把握 され る(澤 田、1992)と いうよ
うに、他者 を把握す る際の内的模倣の過程が強調
された。
LippsとTichener以 降、 実験 心理 学 が よ り行
動主義 的にな るにっれて、共 感の概念 は心理学 の
分野 においてあ まり問題 とされな くな って いき、
結果 的に、共感 は人格心理学 の領域 にお いて検討
されてい くこととな った。共感 の過程 を、Freud
(1905/1960)は 、 自我 に縁遠 い他 者 に お ける事
柄 につ いて理解 するのに最 も重要 な役割 を果たす
ものと考 えた。 また、現代 の人格理論 の中に共感
の概念 を確立 す るのに貢献 したAllport(1937)
は、他者 の人格 につ いて の理解 は、模倣的 な想定
か ら生 じるが、 それが不十分 な場合 には、記憶、
想像作用、抽象的概念化がそ の過程を助 けるよ う
になると考え た。行動主義的 な人格理論家 であ っ
たDollard&Miller(1950)は、 他 者 の感情 を
コ ピーす ること、 または他者の感情の信号 に反応
す ることと して、共感す る側の外的な感情反応 の
側面 を重視 した。1950年 以降 にお いて も、共感の
定義 については研 究者に より様々で見解が統一 さ
れていない。 また、共 感が生 じる機制 につ いて も
多様 な考 えが存在 し、 未整理 の ままの状態で今 日
に至 ってい る。
見解 は統一 されていないが、 現在 の心 理学 にお
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いて、共感の定義として大きく2種 の考え方があ















(1963)は 、共感の過程は一時的な 「没入」 の段
階を持ち、他者と 「ともに(togetherwith)」 感
じることであるが、同情は他者に 「沿って(along
with)」 感 じることで必ずしも他者に入 り込む も
のではないと、共感 と同情 に含 まれている過程
の違 いによって両者を区別 した。 また、Mark

















他者 の感情 とほぼ同一 の感情 を経験す ることであ
り、反対 に、 自他 が分化 された状態での共感 とは、
他者の 「悲 しみ」 に対 して周 りに位置す る個体 が
「あわれみ」 や 「同情」 を経 験す る場 合の ように、
認知能力の発達 によ り、 自己と他者 を区別 で きた
上で、他者 と同一で ない変形 され た感情 を経験 す
ることであ る。
また、 自己指向の共感 とは、他者の苦 しみによ っ
て 自分 自身 が苦 しくな り、 自己の苦 しみ を和 ら
げることに方 向付 け られて い る 「個 人 的苦 しみ
(personaldistress)の 感情 」(Batsonetal.、
1981)で あ り、 驚 きや狼 狽、 動揺 とい った 自己 に
中心化 された感情 が表出 され る。 反対 に、他者指
向の共感 とは、他者 の苦 しみ に対 して同情的で あ
り、何 らかの配慮 や援助 をす ることに方向付 け ら
れて い る 「共 感 的心 配(empathicconcern)」
(Batsonetal.、1981)で あり、 他 者指 向の共感
が経験 され る場合 は、他者 の立場 に対 して きめ細
やかな配慮 が表 出 され る。Staub(1987)は 、 自
己指 向の共感 を平行 的共感(parallelempathy)、
他者指向の共感 を応答的共感(reac七iveempathy)
と し、他者指向 の応答的共感 に優 れる者 は、仲 間
との関係の中で援助 や協力 など友好的行動 を とる
ことが多 く、 そのよ うな行動 を仲間か ら受 ける こ
と も多 いと して いる。 この ことか ら、他者指 向の
応答的共感 は自己指向の平行的共感 よ り発達的 に
水準が高い と位置づ け られて いる。
この ような い くっかの タイプが想定 され る共感
で あるが、その役割 と して大 き く3っ 考 えること
が出来 る。一 っ 目は、感情 的 な結合、っ ま り、感
情的に意 味あ る経 験が二人以上の個人 によって共
有 され る、感情状 態の コ ミュニケー シ ョン(Plu-
thik、1987)で あ る。 原初 的で、重 要な意味 を持
っ感情 的な結 合 と して、母 子間の感情的結合が挙
げ られる。Sullivan(1953)は 、母親 と乳児 が相
互 に共感関係 で結 びっいてい るとし、母 親の感情
状態 が乳児 によ って感知 され るのは、言 語を媒介
としない感情 的交流(原 初 的共感過程)に よると
した(Su!livan、 ユ962)。 また、母子 のみな らず、

















1968)、 道徳性の思いやり原理 の活性化 や、援助
といった利他的な行動にっながることが示されて


















にして、相手 の世界を生 き、経験 し、 そ こで感














頭葉系では、Andreasen(1984)に より 「感情 の






































































































































他者の苦 しみを目撃 したときの共感的苦 しみは、
部分的に他者への心配の感情に変形される。自己




































































換言するならば、 これまでの情動研究 は 「事象







いわば"三 項"関 係の中で生 じるものである。す













感的苦痛(empathicdistress)」 。 他者が何 らか
の辛い状況にある場合の 「いい気味」 といった、
ある種の喜びにも似た快感情、すなわち 「シャー
デ ンフロイデ(schadenfreude)」 。賞を もらう、
昇進するなど、他者にポジティブな事象が生 じた
際に、それを見聞きした個人が覚える相対的にネ
ガティブな情動、すなわち 「妬 み(envy)」 。 そ
して、他者が良い状況にある場合に、その他者の







4っ の代表的な 「三項関係情動」を配置 してある。
これら4っ の 「三項関係情動」のうち、これま










































かということによって共感 したり、 しなかった り
する存在であり、時にはシャーデンフロイデ(い





































況 による影響に も着目し、「三項関係情動」 の
「三項」に表される 「自己」「他者」 「事象」 の3











































考 える。その後、得 られた結果 と、「妬み」 と
「共感的喜び」の場合で得 られた結果 との比較を






 Allport, G. W. (1937). Personality:  A  psychologi-
   cal interpretation. New York: Henry Holt. 
Andreasen, N. C. (1984). The broken brain. Har-
per & Row.  1-40M±ICIR  rmat L  *EIYIN 
ESTX, 1986.
Batson, C. D. & Coke, J.  (1981)  . Empathy: A 
   source of altruistic motivation for helping. 
   In J. P. Rushton & R. M. Scorrentino (Eds.), 
   Altruism and helping behavior: Social, per-
   sonality, and developmental perspectives. 
   Hillsdale, NJ: Erlbaum. 
Buchheimer, A. (1963). The development of ideas 
   about empathy. Journal of Counseling Psy-
   chology, 10, 61-70. 
Dollard, J. & Miller, N.  (1950). Personality and 
   psychotherapy. New York: McGraw-Hill. 
Feshbach, N. D. & Roe, K. (1968). Empathy in 
   six and seven years olds. Child Development, 
   39, 133-145. 
Freud, S. (1960). Jokes and their relations to the 
   unconscious. London: Routledge & Kegan 
  Paul(original work published 1905).
Hobbes,Th.(1651).Leviathan,永井 道 雄 ・宗 片 邦
義 訳 「世 界 の 名 著 」(28)中 央 公 論 社 、1979,
Hoffman, M. L. (1978). Toward a theory of em-
   phathic arousal and development. In M, Lew-
   is & L. A.  Rosenblum (Eds.), The develop-
   ment of affect. Plenum Press. 
Hoffman, M. L. (1982). Development of prosocial 
   motivation: empathy and guilty. In Eisen-
   berg, N.  (Ed.), The Development of Proso-
   cial Behavior. Academic Press, 218-313. 
Hoffman, M. L. (1984). Interaction of affect and 
   cognition in empathy. In C. E. Iward, J. 
   Kagan & R. B. Zajonc  (Eds.  )  , Emotions,
一36一
   cognition, and behavior. Cambridge Univer-
   sity Press. 
Hoffman, M. L. (1987). The contribution of em-
   pathy to justice and moral judgment. In N. 
   Eisenberg  & J. Strayer (Eds.), Empathy and 
   its development. Cambridge University Press. 
Hoffman, M. L. (1989). Empathy and prosocial 
   activism. In Eisenberg, N., Reykowski, J. 
   and Staub, E. (Eds.), Social and Moral Val-
   ues. Lawrence Erlbaum, 65-85. 
Hume, D. (1978). A treatise of human nature. 
   Oxford University Press. (original work pub-
  lished 17399.
菊 池 章 夫.(1998),ま た/思 い や りを 科 学 す る.川 島 書
店.
Kohut, H. (1981/1991). On empathy (1981). In P. 
   H. Omstein  (Ed.)  , The search for the self. 
   selected writings of Heinz Kohut: 1978-1981. 
   New York: International University Press. 
Lipps, T. (1903). Einfuhlung, inner Nachahmung, 
 and Organempfindungen. Archiv fur die ge-
   samte Psychologie, 2, 185-204. 
 Mahler, M., Pine, F. & Bergman, A. (1975). The 
   psychological birth of the human infant. 
   New York: Basic Books.
MarkH.Davis.(1994).Empathy.菊池 章 夫 訳 「共








 4-th. (1992).  #I60)/ba*.  tw.lava. 
Staub,  E. (1987). Commentary on Part I. In N. 
   Eisenberg & J. Strayer (Eds.), Empathy and 
   its development. Cambridge University Press. 
Sullivan, H.  S. (1953). The interpersonal theory 
   of psychiatry. New York: W. W. Norton. 
Sullivan, H. S.  (1962)  . Schizophrenia as a hu-
   man process. New York: Norton & Norton. 
Titchener, E.  (1909). Experimental psychology 
   of the thought processes. New York: Macmil-
    lan. 
Weiner, B. (1985).  "Spontaneous" causal think-
   ing. Psychological Bulletin, 97, 74-84. 
Wind,  E.(1963). Art and anarchy. London: Fa-
   ber and Faber.
(博士後期課程)
一37一
